






【目的】 

 小児期には,身体も心臓も発育過程にあるので,心臓の容積諸量の検討には何等かの基準

化が必要である。従来の検討は,体表面積などによる一律な基準化によっておこなわれた。

しかしわれわれの検討では,小児期の身体と心臓の発育は非線形であり,今回はその観点か

ら小児期のファロー四徴心内修復術前後の右室,左室の容積分析を行い,容積諸量について

年齢別に検討した。 


